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指導と評価を一体化させる試み

岐阜県立大垣工業高等学校
電子機械科　三輪照導

今まで私が行ってきた教科指導は，欠点の

ボーダーを６０点に定め，徹底して生徒を追い

込むような方法であった。熱心に指導したつ

もりでいたが，生徒にとっては学習内容の理

解よりも必要以上に素点に固執させる結果と

なり，指導に困惑する場面もあった。そのよ

うな壁に当たったことを機会に，今までの教

科指導が適切であったかを考え，指導のアプ

ローチや評価に対する取り組みを変えること

にした。評価については学習指導要領に示さ

れるように，１）関心・意欲・態度，２）思

考・判断，３）技能・表現，４）知識・理解

の四つの観点があるが，授業では生徒に目を

光らせながら展開することが精一杯であり，

毎時これらの観点に当てはめながら個々の生

徒を観察することは非常に困難である。授業

内容によってはクラス全体が盛り上がり意欲

的であったと感じたり，静まりかえった授業

の中でせいぜい発問に答えた生徒を手帳に記

載する程度が現実的であるといえる。そこで，

どのようにして観点別評価を取り入れられる

かを検討し，定期考査を利用することにした。

以下にその手順を示す。

a予め設定した評価の観点に照らし合わせ

た考査問題を作成する〈図１〉。

b評価すべき観点を設問ごとに分類し，評

２．評価手順と指導

１．はじめに
価規準や具体的項目をチェックするた

めの個人評価表を作成する。

c採点と同時進行で，観点別評価表に記録

を残す〈表１〉。

d個人別評価を一覧表に記す〈表２〉。

（個別指導重点項目の把握）

e考査返却後，間違いのあった箇所やニア

ミス箇所を取り上げ，全体に向けての

解答指導を行う。

f返却された解答用紙をノートに貼り付け

るよう指示し，もう一度解答をさせる。

gチェック済みの個人別評価表を配布し，

机間巡視をしながら個別指導を試みる。

（指導内容はノートに記載させる。）

h長期休暇を利用して，補習授業を実施す

る。※補修指導の対象者は考査の素点

で区切るのではなく，問題ごとに設け

られた総合評価において「Ｃ・努力を

要する」という判定を付けた者に対し

て，学習内容ごとに時間割を作成して

行った。

また，補習授業後には，確認のための

追試を実施した。

採点には通常の３倍くらいの時間を費や

し，さらに評価表へのチェックや全体向け指

導の下準備，個別の指導重点項目作成など気

の遠くなるような膨大な作業の連続であっ

た。今まで考査の採点については，何の評価
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もせずに解答結果のみで「○・×」にしてき

たが，ミスの原因にはさまざまな要因が含ま

れ，これらの原因を推測した上で，根本的な

問題を解決できるよう指導する必要があるこ

とに気付いた。

例えば，計算結果が求められない理由には

考査の準備が不十分で問題が理解できずに引

き起こされたもの，理論は概ね理解できてい

るもののどう書き表して良いか表現が曖昧に

終わってしまったもの，正しいポケコンの操

作ができないもの，単純に途中計算での括弧

のつけ忘れによってとんでもない数値を迷い

無く出してしまったものなど，その種別と程

度はさまざまである。しかし，解答用紙をじ

っくり眺めることで，個々の生徒の思考やそ

の生徒の特性までをも読みとることができ

る。答案用紙の返却時には「○○ができてい

ないから結果に結びつかなかったね」と確認

することで新たな解決の糸口を生徒自ら発見

したり，時には私の誤認や思い違いに気付か
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されることもある。特に点数の低かった生徒

にとっては精神的圧力が和らぎ，次への新た

な励みにつながったようである。また，解答

用紙を食入るように確認する姿勢や，生徒同

士が互いに解答用紙を交換して他者と比較し

ながら間違いを主体的に探る雰囲気も出てき

た。教科指導は生徒理解から始まり，個々の

持つ特性を認める中で，教師と生徒の信頼関

係を築くことのできる重要な場面であると言

える。また，生徒にとっては考査の結果を利

用した指導を試され，自分の姿を見つめさせ

る良い機会になったのではないか。

一言で「指導と評価の一体化」と言っても，

情報収集やデータの分析など簡単ではないこ

とがわかった。しかし，このような視点で評

価を試みたこと，生徒個々に目を向ける姿勢

を示せたことは生徒理解につながるものであ

り，決して無駄ではなかった。授業内容を自

分のものにするためには予習復習は欠かすこ

とのできない取り組みであるが，毎時間出さ

れる宿題に対してもほぼ全員が取り組み，特

に夏休みの宿題においては，自力で解答でき
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ないにせよ出題された問題を記述したり，図

を描き入れたりするといった前向きな姿勢が

示せるようになったのである。補習授業の対

象となった８名は名誉を挽回するべく努力を

続け，授業に対する取り組みも以前に増して

真剣さが伺え，学級全体での印象も好感が持

てるようになった。授業中はお互いに教え合

う姿も多々見られ，科目の目的以上に学習意

欲そのものが芽生えてきているように感じる。

問題点は，何かにつけ時間を割かれる場合

が多く，授業進度が遅れ気味になることであ

る。その点については今後も授業プリントを

配布したり，能力の高い者を飽きさせないよ

う更に難問を投げかけたりと工夫を凝らすこ

とで解決したい。

評価の観点や評価方法の説明は考査ごとに

行ったが，当然貴重な授業時間を費やすこと

になる。授業進度を維持することは，今後の

努力目標としては最重要項目である。

また，なぜその成績が下されたかを個々に

説明した折りには，十分説明ができずに痛い

ところを突かれることもあった。下された評

価に納得できずふて腐れる者や反抗的な言動

を取る者もいた。納得させられなかった原因

には，説明に対しての誠意のなさ，不統一感

や不明瞭感を感じたからであろう。このこと

は指導を徹底しきれない私自身の反省すべき

点である。しかし懇切丁寧な説明は，誠実な

姿勢に映る反面，時として生徒を甘やかせた

り生徒に迎合する風潮さえ醸し出す恐れがあ

るため，その辺りのさじ加減が難しい。

客観的な説得力を持つ素点という存在は，

生徒の努力の軌跡を示す指標ではあるが，評

価の全てではない。素点という結果に縛られ，

６．おわりに
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指導困難な場面を生み出したことや，生徒の

学習意欲を引き出せなかったことは否定でき

ない。学校という社会生活集団では，たとえ

授業の中であっても個々が果たすべき役割や

責任が存在するであろう。これら学習活動全

般を捉え，「態度点」と称し「総合的判断」

としての「評価」を行ってきたが，教師の下

す評価いかんによっては進路決定をも含めた

生徒の進退問題が大きく関わるため，何を根

拠にどう評価を下したかという確固たる説明

能力が情報開示の時代背景に伴い，責任とし

て科せられることとなってきた。単純に素点

のみの評価でなく，日頃の授業態度の在り方，

考査の在り方，学習内容の理解が「概ね達成

できた」か「否」か判断する基準（評価規準）

の構築は早急なる課題である。また，個々の

生徒が結果を出せるよう，どのように指導し

てゆくのか大きな課題である。生徒の言動の

一つ一つや答案用紙から読みとれる個々の特

性の理解，現状把握とともにその後の指導の

方向性を持つことが，教科の指導者として必

要である。考査は個々の学習に対する成果で

あるが，決して素点のみで輪切りにするので

なく，その単元の考え方や理論を読みとらせ，

主体的な学習活動を促すことが肝要である。

時には考査を利用して取り組みの甘さを再認

識させ，日々の授業における言動や家庭学習

の習慣化を視野に入れた主体的姿勢を身に付

けさせるよう指導することが，学習における

生徒指導，つまり学習指導である。毎日課す

課題を授業開始時に一人ずつチェックし，ノ

ート提出での個々のやりとりと家庭学習状況

の把握というステップもできる限り大切に

し，根気よく生徒と関わってゆきたいと考え

ている。今回の取り組みを通じて，不十分で

あるものの，個々の生徒に目を向けることの

できた自分自身に，少なからず教師としての

存在価値を見出せたように思う。
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